
頂
戴
し
、
真
に
有
難
く
有
効
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
関
東
同
窓

会
の
皆
さ
ん
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
の
御
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
体
育
館
に
お
い
て
、
本
校

１
〜
３
年
全
生
徒
約
４
５
０
人
、
保

護
者
、
同
窓
生
、
広
瀬
大
分
県
知
事

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
が
出

席
さ
れ
る
中
、
厳
粛
に
し
て
盛
大
に

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
学
校
長
式

辞
・
来
賓
祝
辞
に
お
い
て
は
、
竹
田

高
校
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
伝
統
、
卒

業
生
の
国
内
外
に
お
け
る
活
躍
の
様

子
、
将
来
に
向
け
た
同
校
の
充
実
・

発
展
の
方
策
等
に
関
す
る
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
学
校
長
の
式
辞
の
中
で
、
７

月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
同
窓
会
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
、
大
変
誇
ら
し
く
嬉

し
く
感
じ
た
事
を
付
け
加
え
て
お
き

ま
す
。

　

式
典
終
了
後
記
念
公
演
と
し
て
、

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
に
よ
る
音

楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物
語
」
が
約
１
時

間
10
分
に
亘
り
上
演
さ
れ
、
劇
団
員

の
皆
さ
ん
の
迫
力
あ
る
演
技
や
演
奏

に
一
同
時
間
を
忘
れ
、
鑑
賞
に
浸
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
演
終
了
後
劇
団
員
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
生
徒
会
長
か
ら
の
謝
辞
・
花

束
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
劇
団

員
の
人
達
も
感
動
し
た
様
子
で
大
変

印
象
的
で
し
た
。

　

何
人
か
の
生
徒
に
感
想
を
尋
ね
る

と
異
口
同
音
に
「
こ
の
よ
う
な
音
楽

劇
は
初
め
て
、
大
変
面
白
く
感
動
し

　

平
成
29
年
11
月
11
日
㈯
竹
田
高
校

創
立
１
２
０
周
年
記
念
行
事
に
、
関

東
同
窓
会
を
代
表
し
出
席
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
以
来
、
数
度
訪
問
し
た

も
の
の
何
十
年
振
り
か
に
懐
か
し
い

母
校
の
門
を
く
ぐ
り
、
ま
ず
は
木
戸

学
校
長
を
表
敬
致
し
ま
し
た
。

　

関
東
同
窓
会
と
し
て
記
念
行
事
に

あ
た
り
、
高
校
（
学
生
）
に
真
に
役

立
つ
記
念
品
の
贈
呈
を
考
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
学
校
側
と
も
調
整
を
重

ね
「
ア
ン
プ
一
式
」
に
決
定
し
、
そ

の
目
録
を
学
校
長
に
お
渡
し
致
し
ま

し
た
。

　

学
校
長
か
ら
「
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ

ざ
記
念
行
事
に
ご
出
席
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
記
念
品
ま
で

ま
し
た
」
と
の
返
事
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
学
校
長
に
挨
拶
に

ま
い
り
ま
す
と
、「
素
晴
ら
し
い
音

楽
劇
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
生
徒

達
の
情
操
教
育
に
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
関
東
同
窓
会
の

お
陰
で
あ
り
ま
す
」
と
重
ね
て
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。（
以
前
、

学
校
長
が
関
東
同
窓
会
に
出
席
さ

れ
、
音
楽
劇
の
縮
小
版
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
今
回
の
公
演
に
繋

が
っ
た
も
の
で
す
）

　

夕
方
か
ら
「
ホ
テ
ル
岩
城
屋
」
に

お
い
て
生
徒
、
同
窓
生
、
来
賓
等
出

席
の
下
、
祝
賀
会
食
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
席
上
、
学
校
長
か
ら
関
東
同

窓
会
に
対
し
て
感
謝
状
を
頂
く
と
と

も
に
、
高
校
に
対
す
る
「
ア
ン
プ
一

式
」
の
贈
呈
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
連
の
行
事
を
終
え
、
在
校
生
、

高
校
・
竹
田
市
の
関
係
者
及
び
同
窓

生
の
方
々
と
楽
し
く
思
い
出
に
残
る

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
幸

福
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
関
東
同
窓
会
と
し
て
創

設
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
母
校
の
一

層
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
の
役
割
の
重
さ
を
痛
感
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
記
念
行
事
を
計
画
、

実
行
さ
れ
ま
し
た
竹
田
高
校
及
び
実

行
委
員
会
他
関
係
諸
団
体
の
皆
様
方

に
心
か
ら
御
礼
と
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

菅会長より木戸孝明校長に目録を贈呈
関
東
同
窓
会
会
長

　
菅
　
博
敏
（
昭
40
年
卒
）

竹
田
高
等
学
校

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
に
参
列
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大
分
県
屈
指
の
歴
史
を
誇
る
竹
田

高
校
の
創
立
１
２
０
周
年
記
念
は
昨

年
11
月
10
日
〜
11
日
、
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

記
念
行
事
は
昨
年
11
月
10
日
㈮
、

11
日
㈯
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

10
日
は
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
在
校
生
の
た
め
に
社
会
で
活
躍

す
る
卒
業
生
を
代
表
し
て
一
水
孝
志

さ
ん
（
ト
レ
ー
ナ
ー
・
理
学
療
法

士
）
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
一
水

さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
数
の
少
な
い
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
・
ト
レ
ー
ナ
ー
（
日
本
体

育
協
会
公
認
資
格
）
で
あ
り
理
学
療

法
士
の
資
格
も
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
者
な
ど
へ
の
専
門
的
な
健
康
管
理

や
リ
ハ
ビ
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
な

ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
校
生
た
ち
も
大
変
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

翌
11
日
に
は
前
ペ
ー
ジ
で
菅
会
長

か
ら
報
告
の
あ
っ
た
よ
う
に
記
念
式

典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
記
念
公
演
と
し
て
桐
朋
学
園

芸
術
短
期
大
学
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に

よ
る
音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物
語
」
が

上
演
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
関
東

同
窓
会
と
し
て
は
特
筆
す
べ
き
出
来

事
で
し
た
。
私
た
ち
関
東
同
窓
会
の

夏
の
総
会
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
て
い

る
方
は
良
く
ご
存
知
で
す
が
、
本
会

創
立
30
周
年
と
な
っ
た
一
昨
年
（
２

０
１
６
年
）
に
記
念
行
事
と
し
て
公

演
さ
れ
た
の
が
こ
の
音
楽
劇
「
瀧
廉

太
郎
物
語
」（
40
分
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

で
し
た
。
あ
の
時
、
私
た
ち
が
感
動

し
た
劇
が
、
今
再
び
、
母
校
の
在
校

生
や
同
窓
生
た
ち
の
前
で
演
じ
ら
れ

た
事
は
母
校
の
歴
史
に
貴
重
な
１

ペ
ー
ジ
を
記
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
関
東
同
窓
会
と
し
て
も
、

こ
の
１
２
０
周
年
を
期
に
関
東
を
中

心
に
同
窓
生
を
糾
合
し
て
い
き
な
が

ら
母
校
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
の
竹
田
高
校
関
東
同
窓

会
の
総
会
・
懇
親
会
が
今
年
は
６
月

30
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
目
玉
は
待
望
の
我
ら
が

〝
柳
亭
市
馬
〞
師
匠
の
独
演
会
が
実

現
し
た
こ
と
で
す
。
真
打
の
噺
家
と

し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
落
語
協
会

の
会
長
と
し
て
の
重
責
を
担
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
多
忙
な
中
を
私
た

ち
同
窓
生
の
た
め
に
40
分
の
高
座
を

快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
「
ふ
る
さ
と
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
」
と
銘
打
っ
て
、
標
準
語

＋
大
分
弁
の
同
時
通
訳
付
き
ク
イ

ズ
・
コ
ー
ナ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
あ
、
今
年
も
み
ん
な
、
集
ま
る

で
ぇ
ー
‼

当
番
幹
事
：
昭
52
年
卒
・
昭
62
年
卒

母校創立120周年
記念式典から

【日 時】2018年6月30日（土）
【会 場】東京プリンスホテル
 （地図は同封のチラシ参照）
●総会／11：30～
●柳亭市馬独演会／12：10～
●懇親会／13：00～15：00

第32回竹田高校関東同窓会
総会・懇親会

2
0
1
8
年
度 

関
東
同
窓
会

総
会
・
懇
親
会
ニ
ュ
ー
ス

▼
６
月
30
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
‼
▲

「アンプ一式」を
贈呈したことに対する感謝状

記念式典の模様

音楽劇「瀧廉太郎物語」出演の
桐朋学園芸術短期大学卒業生の皆さんと参加者の記念撮影

柳亭 市馬
豊後大野市緒方町出身、昭和55年
竹田高校卒業、昭和56年初高座、
平成７年国立演芸場花形演芸大賞、
平成26年落語協会会長に就任。

当番幹事代表
内藤　賢一
（昭52年卒）
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こ
の
記
事
の
作
成
時
点
で
は
ま
だ

年
度
監
査
実
施
前
で
す
が
、
総
会
当

日
に
は
説
明
に
十
分
な
時
間
が
取
れ

ま
せ
ん
の
で
こ
の
紙
面
を
借
り
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
特
徴
的
な
支
出

は
、
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

関
東
同
窓
会
の
当
番
幹
事
が
着
用
す

る
法
被
を
作
製
し
た
こ
と
で
す
。
こ

の
作
成
費
用
は
約
18
万
円
で
し
た
。

従
来
受
付
窓
口
で
使
用
し
て
い
た
法

被
は
竹
田
市
役
所
か
ら
借
用
し
て
い

た
の
で
す
が
、
数
が
足
り
な
い
こ
と

や
市
役
所
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
の

ほ
か
、
関
東
同
窓
会
独
自
の
法
被
を

作
成
し
よ
う
と
い
う
気
運
も
高
ま
り

と　

き
▼
平
成
29
年
11
月
２
日
㈭

と
こ
ろ
▼
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

竹
田
会
懇
親
会
が
11
月
２
日
、
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
天
空
の
間
に
て

84
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
後
６
時
半
、
阿
南
貴
恵

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
開
会
宣
言
に
続

き
、
元
竹
田
会
会
長
の
里
見
菊
雄
様

を
は
じ
め
こ
の
１
年
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
９
名
の
物
故
者
へ
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
古
庄
幸
一
新
会
長
よ
り
ご
あ

い
さ
つ
が
あ
り
「
本
日
は
ご
多
忙
の

中
、
竹
田
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
誠

に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
竹
田
市
か

ら
も
大
勢
お
越
し
下
さ
り
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
竹

田
の
こ
と
を
語
れ
る
よ
う
に
こ
の
会

が
栄
え
続
き
ま
す
よ
う
務
め
て
参
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
の
野
田
良
輔
竹
田

副
市
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

さ
ら
に
竹
田
商
工
会
議
所
の
高
山
茂

明
副
会
頭
か
ら
は
地
元
か
ら
参
加
の

内
川
様
、
板
井
様
、
服
部
様
、
甲
斐

様
の
ご
紹
介
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
特
別
講
演
と
し
て
古
庄
里

好
様
の
紹
介
が
あ
り
、
タ
ッ
プ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
マ
イ

ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
さ
れ
、
聞
か
せ
て
踊
っ
て

魅
せ
る
シ
ョ
ー
で
映
画
演
出
や
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で

里
見
多
一
副
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の

最
中
に
、
日
本
舞
踊
花
柳
流
師
範
に

な
ら
れ
た
若
い
（
大
学
２
年
生
）
首

藤
匠
様
（
芸
名　

花
柳
美
匠
治
郎
）

が
登
壇
さ
れ
、
来
年
７
月
８
日
大
分

市
で
の
お
披
露
目
式
案
内
と
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
ミ
ス
鹿
児
島
で
極
真
空

手
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
歌

姫
前
田
留
美
様
の
登
場
で
さ
ら
に
盛

り
上
が
り
、「
竹
田
の
春
」
を
熱
唱

さ
れ
、「
セ
ヤ
ッ
」
の
掛
け
声
と
共

に
板
割
か
ら
瓦
割
ま
で
披
露
さ
れ
一

同
非
凡
な
技
に
驚
嘆
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
荒
城
の
月
」
を
皆
で
大

合
唱
の
内
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
会
、
幹
事
会
で
承
認
を
い
た

だ
き
作
製
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
の

同
窓
会
か
ら
使
用
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
同
窓
会
当
日
に
は
、
当

番
幹
事
の
着
用
し
て
い
る
関
東
同
窓

会
専
用
の
「
法
被
」
に
是
非
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
の
特
徴
的
な
支
出
の

も
う
一
つ
は
、
母
校
創
立
１
２
０
周

年
記
念
と
し
て
母
校
へ
の
寄
贈
品
代

金
で
す
。
竹
田
高
校
に
希
望
の
品
物

を
お
尋
ね
し
、
持
ち
運
び
可
能
な
ア

ン
プ
一
式
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
校
舎

の
中
で
も
運
動
場
で
も
使
用
で
き
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
維

持
会
費
収
入
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
総
会
収
支
は
、
総

会
会
場
ホ
テ
ル
の
費
用
の
増
加
を
主

な
要
因
と
し
て
約
31
万
円
の
赤
字
で

し
た
。
こ
の
赤
字
は
維
持
会
費
収
入

に
よ
り
補
填
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
次
期
繰
越
金
は
３
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。　

　

維
持
会
費
は
、
関
東
同
窓
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の

会
報
「
臥
牛
」
の
作
成
費
用
と
会
員

へ
の
郵
送
費
の
ほ
か
、
記
念
大
会
で

の
特
別
費
用
や
母
校
へ
の
寄
付
事
業

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

維
持
会
員
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い

な
い
方
は
是
非
、
入
会
に
よ
る
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［ 平成30年度年間予算（案） ］
項　目 29年度

決算
30年度
予算案 備　考

総会収入
 総会会費 1,720,000 1,760,000 会費会員：220名
 総会祝儀 180,000 150,000 来賓/恩師計15名

小　計 1,900,000 1,910,000
総会費用
 ホテル支払 1,789,776 1,600,000 部屋/料理130万円
 来賓土産代 31,011 20,000 川口自由堂、他
 酒持込代 29,953 20,000 ワイン、日本酒は寄贈
 イベント費 108,000 200,000 柳亭市馬師匠
 印刷費（案内状） 162,000 160,000 印刷/送料（佐伯印刷）
 通信費 38,924 40,000 事務局（返信ハガキ等）
 備品その他 16,272 10,000 総会関連備品/送料等
 その他諸掛 36,021 20,000 来賓交流、法被関連

小　計 2,211,957 2,070,000
総会収支 ▲311,957 ▲160,000
維持会費収入 1,619,000 1,600,000 目標：320口
経常費用
 会報費 605,799 600,000 臥牛第55号/56号
 会議費 266,522 270,000
 名簿費 4,000 4,000 維持会費納入依頼費用
 HP費 6,480 6,480 サーバー費540円×12
 幹事助成金 50,000 50,000
 組織活動費 64,684 50,000 出張経費、等
 新規事業 179,496 200,000 H29年度：法被作製
事務通信費 547,712 197,000
 通信費 10,040 20,000 過去実績ベース
 諸会費 110,500 100,000 他校同窓会交流
 手数料 33,172 35,000 維持会費振込手数料等
 荷造運賃 0 2,000 過去実績ベース
 事務・消耗品 22,586 10,000 過去実績ベース
 母校支援費 47,414 30,000 大志文庫寄贈、他
 母校120周年事業 324,000 0 H29年度：アンプ寄贈

小　計 1,724,693 1,377,480
維持会費収支 －105,693 222,520
雑収入 12 20 利息
寄付金収入 0 0
合計収支 ▲417,638 62,540
次期繰越金 3,101,687 3,164,227

関
東
同
窓
会
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
幹
　
事
　
長
　
都
　
　
俊
生
（
昭
44
年
卒
）

総
務
委
員
長
　
羽
田
野
耕
一
（
昭
46
年
卒
）

竹
田
会
事
務
局
　
足
立
　
真
一

竹
田
会

第
67
回
懇
親
会

竹田市商工会議所の皆さま
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昨
年
８
月
30
日
に
昭
50
年
卒
か
ら

昭
53
年
卒
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
18
名
で

納
涼
船
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
違
う
学
年
で
こ
ん
な
に
そ
ろ
っ

た
の
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
７
月
の
総
会
懇
親
会
の
当
番

幹
事
を
私
た
ち
昭
51
年
卒
で
担
当
し

た
の
で
す
が
、
前
後
の
学
年
の
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

会
懇
親
会
も
無
事
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
そ
の
際
に
当
番
幹
事
が
独
自

会
計
で
実
施
す
る
「
ふ
る
さ
と
物
品

販
売
」
が
好
評
で
、
け
っ
こ
う
〝
儲

か
っ
ち
ゃ
い
〞
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ

の
軍
資
金
（
？
）
を
活
用
し
て
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お
礼
を

　

平
成
29
年
９
月
23
日
㈯
大
阪
梅
田

の
第
一
ホ
テ
ル
（
丸
ビ
ル
）
の
６
階

モ
ナ
ー
ク
に
て
12
時
よ
り
第
２
回
の

関
西
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
来
賓
９
名
を
含
む
総
勢

83
名
。

　

首
藤
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
よ
り

総
会
が
ス
タ
ー
ト
、
一
同
で
物
故
者

へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
続
い
て
本

田
会
長
が
関
西
同
窓
会
再
開
の
経
緯

や
会
員
状
況
の
報
告
を
さ
れ
、「
今

後
１
０
０
名
の
参
加
を
目
標
と
し
て

同
窓
会
の
運
営
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
地
元
か
ら
駆
け
付
け

て
い
た
だ
い
た
首
藤
竹
田
市
長
、
後

藤
同
窓
会
長
に
よ
る
挨
拶
、
木
戸
校

長
先
生
よ
り
竹
田
高
校
の
近
況
報
告

を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
本
田
会
長
よ

り
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
会
則
、
組

織
、
事
業
計
画
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
休
憩
、
集
合
写
真
の
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
旦
休
憩
の
後
、
関
東
の
菅
同
窓

会
長
の
関
西
同
窓
会
へ
の
力
強
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
空
亜

由
美
（
元
・
響
あ
ゆ
み
）
さ
ん
の
「
竹

田
の
春
」
な
ど
、
力
強
い
歌
で
会
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
い

て
、
一
同
校
歌
斉
唱
＆
会
場
一
杯
の

大
き
な
輪
を
作
り
〝
戦
い
勝
て
り
美

味
旨
酒
を
…
〞
で
ス
ト
ー
ム
に
移
り

懇
親
会
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
姫
野
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
音
頭

に
よ
り
万
歳
三
唱
し
た
後
、
一
同
名

残
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会
し
、
ま
だ

話
が
尽
き
な
い
一
部
同
窓
生
は
新
地

の
闇
へ
と
消
え
て
行
き
ま
し
た
。

し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
一
声
か

け
た
だ
け
で
こ

ん
な
に
集
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

納
涼
船
ク

ル
ー
ズ
は
竹
芝

桟
橋
か
ら
羽
田

空
港
沖
の
ク

ル
ー
ズ
で
す
。

８
月
末
の
残
暑

の
な
か
、
海
を

渡
っ
て
く
る
風

に
涼
み
な
が
ら

の
夜
景
は
格
別

で
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

が
、
し
か
し
、
そ
ん
な
周
り
の
風

景
よ
り
も
懇
談
の
ほ
う
が
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
同
窓
会
の
定
番
、
今

だ
か
ら
話
せ
る
武
勇
伝
（
誰
の
？
と

は
聞
か
な
い
で
く
だ
さ
い
）
も
飛
び

出
し
て
話
題
に
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
と
も
と
私
た
ち
昭
51
年
卒
は
ノ

リ
の
よ
い
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い

る
の
か
、
何
か
企
画
す
る
と
す
ぐ
に

サ
ッ
と
集
ま
り
ま
す
。
昨
年
は
７
月

の
総
会
懇
親
会
の
あ
と
み
ん
な
で
箱

根
に
〝
大
人
の
修
学
旅
行
〞
と
称
し

て
温
泉
旅
行
を
し
ま
し
た
し
、
中

国
・
上
海
に
赴
任
中
の
同
期
生
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
も
決
行
し
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
４
月
に
、
同
期
の
田
北

秀
彦
く
ん
が
急
逝
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
「
会
え
る
時
に
会
っ
て
お
こ
う
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
た

気
が
し
ま
す
。

　

 

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
違
う
期
と
の

懇
親
会
を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
私
た
ち
の
集
ま
り
へ
の
ご
参
加
も

大
歓
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま

し
ょ
う
!

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会

4
学
年
が
合
同
で

納
涼
船
ク
ル
ー
ズ

　
昭
50
卒
〜
53
卒
・

　
合
同
同
窓
会

鈴
木（
桑
島
）敬
子
（
昭
51
年
卒
）

第
2
回
竹
田
高
校

関
西
同
窓
会

 

田
部
　
修
士
（
昭
42
年
卒
）

（昭50卒）上野聖展、後藤修、仲井弘子
（昭51卒） 緒方嵩憲、飯田良典、右田淳子、鈴木敬子、 

奈良秀一、村瀬裕美、高橋ひとみ、内川和美、 
佐藤史紀、佐保幸寿、

（昭52卒）清水洋一、後藤祐治
（昭53卒）堀紳一郎、麻生真紀、志賀辰也 【順不同】船内は大盛り上がり
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相
談
役
　
松
良
　
修
二
（
昭
34
年
卒
）

　

昨
夏
、
長
女
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
誘
い

で
、
孫
含
め
５
人
で
ベ
ト
ナ
ム
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
夏

に
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
と
は
、
と
や
や

心
配
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
猛
暑
に

鍛
え
ら
れ
た
身
に
は
然
し
た
る
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

　

第
一
印
象
は
フ
ラ
ン
ス
が
作
っ
た

街
。
隈
な
く
街
路
樹
に
覆
わ
れ
た
広

大
な
市
街
地
で
、
間
口
の
狭
い
商
店

が
び
っ
し
り
並
び
、
店
の
前
の
床
几

に
は
お
じ
さ
ん
が
座
っ
て
い
る
。
街

は
バ
イ
ク
の
洪
水
で
、
道
路
を
渡
る

と
き
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
人
の

目
を
し
っ
か
り
と
見
な
が
ら
渡
り
き

る
こ
と
が
肝
要
。
市
内
見
学
は
早
め

に
切
り
上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
統
一
解
放

戦
で
有
名
な
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
を
見
学
。

◎
ク
チ
ト
ン
ネ
ル

　

１
９
５
４
年
、
フ
ラ
ン
ス
が
ベ
ト

ミ
ン
に
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
の
戦

い
に
敗
れ
撤
退
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
で
南
北
ベ
ト
ナ
ム
が
誕
生
の
後
、

米
軍
派
兵
が
行
わ
れ
た
１
９
６
０
年

か
ら
１
９
７
５
年
に
構
築
さ
れ
た
全

長
２
４
０
㎞
に
及
ぶ
広
大
な
地
下
ト

ン
ネ
ル
。
米
軍
司
令
部
の
喉
元
ま
で

掘
り
進
め
た
。
ベ
ト
コ
ン
は
そ
の
ト

ン
ネ
ル
を
縦
横
無
尽
に
走
り
、
地
上

に
様
々
な
仕
掛
け
を
し
、
ト
ン
ネ
ル

内
に
煮
炊
き
や
寝
る
ス
ぺ
ー
ス
も
つ

く
り
、
煙
が
地
上
に
漏
れ
な
い
よ
う

工
夫
し
た
。

◎
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

　

鬱
蒼
と
し
た
密
林

の
中
に
あ
る
と
想
像

し
て
い
た
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
程
よ
い

樹
木
に
囲
ま
れ
た
広

大
な
郊
外
に
、
夜
明

け
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
遠
く
佇

ん
で
い
た
。
先
ず
、
驚
い
た
の
は
敷

地
の
広
さ
。
東
西
１
５
０
０
ｍ
、
南

北
１
３
０
０
ｍ
、
幅
２
０
０
ｍ
の
水

満
々
の
堀
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
３
重
の
祠
堂
か
ら
成
る
ワ
ッ
ト

が
あ
る
。
12
世
紀
前
半
に
ア
ン
コ
ー

ル
王
朝
が
現
在
の
伽
藍
を
構
築
。
１

６
３
２
年
、
森
本
右
近
太
夫
一
房
が

参
拝
し
て
い
る
。
汗
だ
く
で
第
３
祠

堂
ま
で
登
っ
た
が
、
傾
斜
40
度
に
近

い
物
凄
い
勾
配
で
神
の
み
が
登
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
階
段
と
の
こ
と
。
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
そ
の
周
辺
に
も

沢
山
の
寺
院
が
あ
り
、
１
日
で
全
て

を
観
る
に
は
と
て
も
無
理
だ
が
、
ま

さ
し
く
世
界
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
。
寺
院
の
回
廊
に
は
顔
の
欠

け
た
神
獣
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、

そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
姿
は
な
ん
と
も
優

雅
だ
っ
た
。

◎
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
―
水
上
集
落

　

乾
季
で
琵
琶
湖
の
４
倍
、
雨
季
で

琵
琶
湖
の
27
倍
に
な
る
巨
大
な
湖

で
、
２
０
０
の
村
、
10
万
人
が
水
上

生
活
を
し
て
い
る
と
い
う
。
因
幡
の

白
兎
に
出
て
く
る
鮫
の
頭
を
踏
む
覚

悟
で
、
小
船
に
飛
び
乗
り
出
発
。
深

淵
な
大
樹
の
森
と
見
ま
が
う
水
の
木

立
を
ぬ
け
、
30
分
ほ
ど
で
目
指
す
水

域
に
到
着
。
全
て
の
生
活
必
需
品
を

周
り
に
ぶ
ら
下
げ
た
ニ
ッ
パ
ハ
ウ
ス

の
水
上
集
落
が
出
現
。
水
上
レ
ス
ト

ラ
ン
や
小
物
店
、
学
校
も
あ
り
、
小

学
生
が
小
舟
を
操
り
下
校
し
て
い

た
。
こ
の
水
上
集
落
の
規
模
は
世
界

最
大
と
の
こ
と
で
、
こ
の
世
に
こ
ん

な
生
活
を
し
て
い
る
大
勢
の
人
が
い

る
こ
と
に
驚
い
た
。

◎
ホ
イ
ア
ン
市

　

ホ
イ
ア
ン
は
古
都
で
世
界
遺
産
都

市
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
有
名
。
ベ
ト
ナ
ム

料
理
は
ど
れ
も
美
味
し
い
が
、
特
に

フ
オ
ー
（
肉
団
子
入
り
の
ス
ー
プ
）

が
よ
か
っ
た
。
ホ
イ
ア
ン
に
は
日
本

人
が
１
５
９
３
年
に
建
設
し
た
橋

（
真
ん
中
に
小
さ
な
寺
院
が
あ
る
）

が
あ
り
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。

ス
イ
カ
の
形
を
し
た
沢
山
の
提
灯
が

夜
の
街
を
彩
っ
て
い
た
。

◎
ハ
ノ
イ
市

　

ハ
ノ
イ
の
街
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

と
同
様
街
路
樹
豊
か
な
、
フ
ラ
ン
ス

の
影
響
が
強
く
残
る
街
。
植
民
地
時

代
に
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
を
模
し
て
造

ら
れ
た
市
劇
場
や
ゴ
チ
ッ
ク
建
築
の

ハ
ノ
イ
大
教
会
な
ど
が
あ
り
、
首
都

の
風
格
が
あ
っ
た
。

◎
ホ
ア
ロ
捕
虜
収
容
所

　

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
に
つ
く
ら

れ
た
牢
屋
。
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ロ
ニ
ス

ト
が
ベ
ト
ナ
ム
の
抵
抗
青
年
た
ち
を

手
枷
、
足
枷
で
投
獄
し
た
数
々
の
房

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
後
に
米
軍
の
捕

虜
兵
も
投
獄
し
た
と
い
う
。

◎
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟

　

市
の
高
台
一
等
地
に
あ
る
広
大
な

廟
。
巨
大
な
建
物
に
永
久
保
存
処
置

さ
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
が
眠
る
。
厳
し

い
目
つ
き
の
衛
兵
が
建
物
を
ガ
ー

ド
。
緊
張
が
伝
わ
り
、
呑
気
な
お

し
ゃ
べ
り
は
許
さ
れ
な
い
雰
囲
気
。

廟
全
体
が
建
国
の
父
の
偉
大
さ
を
天

に
向
か
っ
て
放
っ
て
い
る
構
図
。

 

岩
男
　
暁
子
（
昭
62
年
卒
）

　

昨
年
12
月
11
日
午
前
８
時
よ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
で
賑
わ
う
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
、

竹
田
高
校
２
学
年
の
修
学
旅
行
生
と

関
東
同
窓
会
会
員
の
交
歓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
会
長
を
筆
頭
に
５
名
の
参
加
者

が
、
故
郷
や
母
校
の
思
い
出
、
そ
し

て
関
東
に
来
て
か
ら
の
生
活
、
仕

事
、
子
育
て
な
ど
の
経
験
を
語
り
ま

し
た
。
昔
と
変
わ
ら
ぬ
制
服
姿
を
見

な
が
ら
の
語
ら
い
は
感
慨
深
く
、
卒

業
か
ら
何
十
年
と
経
っ
て
い
る
今
で

も
、
瞬
時
に
あ
の
頃
に
戻
り
、
話
は

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
が
後
輩
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
故
郷
の
良
さ
を
再
確
認
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
誇
り
を
も
っ

て
旅
立
つ
お
手
伝
い
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
時
代
は

移
っ
て
も
変
わ
ら
ね
後
輩
の
皆
さ
ん

の
礼
儀
正
し
さ
、
素
直
さ
、
眼
差
し

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

◎
水
上
人
形
劇

　

昔
農
民
が
始
め
た
と
い
う
水
上
人

形
劇
を
見
学
。
旅
行
者
に
大
変
な
人

気
で
、
客
の
殆
ど
が
西
洋
人
。
舞
台

の
中
央
に
水
を
張
っ
た
浅
め
の
プ
ー

ル
が
あ
り
、
そ
の
プ
ー
ル
脇
の
高
坐

に
、
笛
・
太
鼓
・
歌
い
手
が
座
り
、

太
公
望
、
魚
、
村
娘
、
竜
、
鳳
凰
と

お
ぼ
し
き
人
形
が
、
演
目
毎
に
、
激

し
く
水
上
を
跳
ね
回
り
、
演
技
す

る
。
そ
の
動
き
の
あ
ま
り
の
見
事
さ

に
、
潜
水
服
を
着
た
人
間
が
プ
ー
ル

の
底
に
潜
っ
て
操
っ
て
い
る
の
で
は

と
思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
旅
行
記

修
学
旅
行
生
徒
と
の

交
歓
会
に
参
加
し
て

同窓会メンバー（手前）と生徒の交歓会
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◎
四
十
代
の
釣
り

　

遠
出
も
多
く
な
っ
た
。

下
北
半
島
、
白
神
山
地
、

佐
渡
島
、
岐
阜
、
富
山
な

ど
イ
ワ
ナ
を
求
め
て
遠
征

し
た
。

　

車
止
め
か
ら
一
時
間
ほ

ど
歩
き
漸
く
、
イ
ワ
ナ
の

一
匹
と
出
会
う
。
後
は
淵

ご
と
に
釣
れ
る
。
直
ぐ
傍

の
川
岸
の
笹
藪
が
、
ガ
サ

　

東
海
道
は
相
模
路
、
駿
河
路
、
遠

州
路
、
三
河
路
、
近
江
路
に
大
別
さ

れ
る
。
道
中
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
紹

介
す
る
。（
各
宿
の
㎞
は
日
本
橋
か

ら
の
距
離
）　

◎
相
模
路
（
日
本
橋
〜
箱
根
）

　

日
本
橋
、
江
戸
の
旅
は
♪
お
江
戸

日
本
橋
七
つ
立
ち
♪　

で
ま
だ
暗
い

午
前
４
時
に
発
つ
の
が
慣
わ
し
だ
っ

た
が
、
私
は
10
時
に
朝
倉
文
夫
の
兄

渡
辺
長
男
「
獅
子
麒
麟
」
の
橋
飾
り

と
五
街
道
の
起
点
「
日
本
国
道
路
元

標
」
を
眺
め
弥
次
喜
多
道
中
を
気

取
っ
て
出
発
し
た
。
銀
座
通
を
過
ぎ

徳
川
家
の
菩
提
寺
「
増
上
寺
」
に
立

ち
寄
り
田
町
へ
、
勝
海
舟
と
西
郷
隆

盛
の
江
戸
開
城
談
判
が
行
わ
れ
た
薩

摩
藩
屋
敷
跡
の
会
見
場
碑
の
前
で

江
戸
を
戦
火
か
ら
救
っ
た
会
談
に
思

い
を
馳
せ
た
。
高
輪
大
木
戸
跡
か
ら

赤
穂
浪
士
の
泉
岳
寺
に
立
ち
寄
り
、

水
戸
浪
士
に
襲
撃
さ
れ
た
元
英
国
領

事
館
の
東
禅
寺
を
過
ぎ
る
と
旧
東
海

道
は
八
ッ
山
橋
を
渡
り
北
品
川
商
店

街
を
通
り
、
①
品
川
宿（
８
㎞
）、
江

戸
の
玄
関
口
と
言
う
よ
り
歓
楽
街
の

趣
が
強
く
『「
北
」
の
吉
原
「
南
」

の
品
川
』
と
呼
ば
れ
た
。
広
重
の
絵

で
は
海
岸
が
目
前
に
迫
り
風
光
明

媚
の
地
だ
っ
た
。
品
川
を
過
ぎ
南

大
井
の
「
鈴
ヶ
森
刑
場
跡
」
へ
。
こ

こ
で
八
百
屋
お
七
、
丸
橋
忠
弥
、
白

井
権
八
等
が
斬
首
さ
れ
、
弔
い
の
墓

石
が
残
っ
て
い
る
。
六
郷
川
（
多
摩

川
）
の
渡
し
か
ら
、
②
川
崎
宿（
18

㎞
）を
過
ぎ
生
麦
に
至
る
。
文
久
２

年
「
生
麦
事
件
」
か
ら
薩
英
戦
争
と

な
り
英
国
の
巨
大
な
軍
事
力
を
知
っ

た
薩
摩
は
一
気
に
薩
長
同
盟
か
ら
討

幕
へ
と
日
本
の
近
代
化
へ
と
か
じ
取

り
が
な
さ
れ
た
。
③
神
奈
川
宿（
27

㎞
）は
、
横
浜
駅
手
前
の
台
地
の
上

に
あ
っ
た
。
広
重
の
絵
に
あ
る
茶
屋

「
田
中
屋
」
が
料
亭
と
し
て
今
も
営

業
し
て
い
る
。
横
浜
は
ペ
リ
ー
や
ハ

リ
ス
に
よ
り
開
港
さ
れ
た
文
明
開
化

の
地
、
そ
の
後
対
岸
を
埋
立
て
現
在

の
横
浜
の
中
心
市
街
が
形
成
さ
れ
た
。

④
保
土
ヶ
谷
宿（
32
㎞
）か
ら
、
⑤
戸

塚
宿（
42
㎞
）は
、
旅
の
一
日
目
の
宿

泊
場
所
、
武
蔵
と
相
模
の
国
境
。
⑥

藤
沢
宿（
48
㎞
）遊
行
寺
を
通
り
右
に

大
山
を
眺
め
な
が
ら
進
む
と
馬
入
川

（
相
模
川
）
に
行
き
当
る
。
⑦
平
塚

宿（
62
㎞
）花
水
橋
を
渡
る
と
右
手
に

高
麗
山
の
山
並
み
が
美
し
い
。
⑧
大

磯
宿（
56
㎞
）西
行
法
師
が
「
心
な
き

身
に
も
哀
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
沢

の
秋
の
夕
暮
れ
」
と
詠
ん
だ
鴫
立
庵

が
あ
る
。
近
く
に
は
伊
藤
博
文
、
吉

田
茂
等
の
別
荘
が
点
在
す
る
。
地
福

寺
に
は
島
崎
藤
村
の
質
素
で
モ
ダ
ン

な
墓
が
あ
り
、
旧
宅
が
残
さ
れ
て
い

る
。
⑨
小
田
原
宿（
81
㎞
）箱
根
峠
越

え
を
控
え
多
く
は
こ
こ
で
宿
泊
し

た
。
箱
根
八
里
と
は
小
田
原
宿
か
ら

箱
根
宿
ま
で
の
４
里
８
丁
と
箱
根
宿

か
ら
三
島
宿
ま
で
の
３
里
28
町
を
合

わ
せ
た
距
離
を
指
し
て
い
る
。
小
田

原
か
ら
須
雲
川
沿
に
上
り
湯
本
手
前

の
三
枚
橋
を
寄
木
細
工
の
里
方
面
に

折
れ
畑
宿
に
至
る
。
道
は
箱
根
駅
伝

の
コ
ー
ス
よ
り
厳
し
い
旧
箱
根
街
道

に
入
り
急
峻
な
坂
道
が
続
く
。
女
転

ば
し
坂
、
割
石
坂
、
西
海
子
坂
、
樫

木
坂
、
猿
滑
坂
の
天
下
の
険
を
滝
廉

太
郎
の
「
箱
根
山
八
里
」
を
口
遊
み

な
が
ら
息
を
切
ら
し
踏
破
。
甘
酒
茶

屋
を
過
ぎ
芦
ノ
湖
辺
り
か
ら
は
下
り

坂
。
石
畳
の
道
が
続
く
芦
ノ
湖
の
辺

に
箱
根
権
現
の
社
殿
が
あ
り
元
箱
根

に
着
く
。
富
士
山
の
眺
め
が
絶
景
、

昼
な
お
暗
き
杉
並
木
の
道
を
進
ん
で

関
所
に
到
着
。
⑩
箱
根
宿（
97
㎞
）

「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
の
調
べ
が
厳

し
か
っ
た
関
所
を
通
過
し
、
西
坂
か

ら
駿
河
路
に
入
る
。

◎
駿
河
路
（
三
島
〜
島
田
）

　

⑪
三
島
宿（
112
㎞
）三
島
民
謡
の
♪

富
士
の
白
雪
や
ノ
ー
エ
♪
の
農
兵
節

を
口
遊
む
。
源
頼
朝
が
崇
敬
し
た
三

島
大
社
を
参
拝
し
、
⑫
沼
津
宿（
118

㎞
）に
。
街
に
は
敵
の
侵
入
を
防
ぐ

枡
形
の
道
路
が
今
も
多
く
残
る
。
⑬

原
宿（
124
㎞
）白
隠
禅
師
誕
生
の
地
、

住
職
を
務
め
た
「
松
蔭
寺
」
を
参
拝
。

⑭
吉
原
宿（
136
㎞
）も
と
も
と
は
富
士

を
眺
め
る
田
子
ノ
浦
に
面
し
て
い
た

が
２
度
の
高
波
被
害
で
北
へ
大
き
く

迂
回
し
て
お
り
富
士
が
左
側
に
見
え

る
。
⑮
蒲
原
宿（
147
㎞
）広
重
の
名
作

「
夜
の
雪
」
で
知
ら
れ
る
宿
場
、
雪

は
め
っ
た
に
降
ら
な
い
ら
し
い
が
宿

場
の
面
影
が
今
も
色

濃
く
残
る
。
⑯
由
比

宿（
151
㎞
）西
に
薩
埵

峠
を
控
え
賑
わ
っ

た
。
由
井
正
雪
の
生

家
と
本
陣
跡
に
「
東

海
道
広
重
美
術
館
」
が
あ
る
。
薩
埵

峠
は
山
塊
が
海
に
接
す
る
地
点
。

「
望
岳
亭
」
か
ら
東
に
富
士
、
南
に

伊
豆
の
峰
々
、
西
に
三
保
の
松
原
の

眺
め
は
絶
景
。
⑰
興
津（
160
㎞
）現
静

岡
市
。
⑱
江
尻（
165
㎞
）現
静
岡
市
清

水
。
江
戸
と
大
阪
を
結
ぶ
海
路
の
寄

港
地
と
し
て
発
展
し
た
清
水
湊
の
宿

場
。
次
郎
長
、
石
松
、
大
政
小
政
が

眠
る
梅
陰
寺
、
家
康
の
墓
所
久
能
山

に
立
寄
る
。
⑲
府
中（
175
㎞
）今
の
静

岡
市
駿
府
城
が
あ
る
駿
河
の
国
府
、

家
康
が
晩
年
を
過
ご
し
た
。
最
後
の

将
軍
徳
川
慶
喜
が
隠
遁
し
た
「
浮
月

楼
」
な
ど
徳
川
縁
の
史
跡
が
多
く
残

る
。「
安
倍
川
も
ち
」
を
食
す
。
⑳

丸
子（
181
㎞
）芭
蕉
の
句
「
梅
若
葉
ま

り
こ
の
宿
の
と
ろ
ろ
汁
」
を
今
も
商

う
丁
子
屋
で
と
ろ
ろ
汁
を
食
し
元
気

を
出
し
宇
津
ノ
谷
峠
を
越
え
て
、
㉑

岡
部（
189
㎞
）を
通
り
、
㉒
藤
枝（
196

㎞
）へ
。
田
中
城
の
城
下
町
、
町
並
み

は
市
街
化
で
往
時
の
面
影
は
な
い
。

家
康
は
鷹
狩
り
の
途
中
に
田
中
城
を

訪
れ
興
津
鯛
の
天
婦
羅
を
食
べ
体
調

を
崩
し
75
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
㉓
島
田（
205
㎞
）宿
の

西
端
を
流
れ
る
大
井
川
は
東
海
道
一

の
大
河
で
橋
も
渡
船
も
な
く
徒
渡
し

の
た
め
川
留
め
に
な
る
と
客
が
あ
ふ

れ
宿
場
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
駿
河

路
の
最
後
に
、
明
治
に
架
け
ら
れ
た

世
界
一
の
木
橋
・
蓬
莱
橋
（
８
９
７

ｍ
）
に
立
ち
寄
る
。
旅
は
ま
だ
続
き

ま
す
が
、
こ
こ
ら
で
一
旦
筆
を
置
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
完
）

私
の
釣
り
年
代
史
（
中
編
）

東
海
道
五
十
三
次
を
歩
く
（
後
編
）

﹇
相
模
路
〜
駿
河
路
﹈

氏
田　

章
治
（
昭
37
年
卒
・
旧
姓
：
植
木
）

服
部　

恭
一
（
昭
34
年
卒
）

白
神
山
地
（
渓
に
ま
だ
雪
渓
）
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ガ
サ
ッ
と
揺
れ
る
。

「
熊
だ
! ! !
」

　

会
津
一
ノ
戸
川
支
流
早
稲
谷
川
の

出
来
事
で
あ
る
。

◎
五
十
代
の
釣
り

　

こ
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
我
が

師
の
釣
り
に
対
す
る
姿
勢
、
考
え
方

が
釣
り
を
通
し
た
自
然
へ
の
思
い
を

よ
り
深
く
さ
せ
た
。
釣
っ
た
魚
を
持
っ

て
帰
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

た
。
そ
っ
と
流
れ
に
返
す
の
で
あ
る
。

　

自
分
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
こ
ん

な
渓
流
を
子
供
た
ち
に
も
そ
し
て
、

ず
ー
と
続
く
世
代
に
も
、
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
。
頭
を
渓
流
に
突
っ
込

み
ガ
バ
ガ
バ
飲
め
る
き
れ
い
な
水
、

渓
流
、
渓
魚
、
川
、
自
然
を
残
し
て

や
り
た
い
と
切
に
願
う
。

　

全
て
の
自
然
の
恵
み
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
自
分
の
力
は
非
力
。
何
を

ど
う
動
け
ば
自
分
の
思
い
を
形
に
出

来
る
の
か
？　

定
年
後
の
人
生
を
ど

う
社
会
に
貢
献
し
た
ら
よ
い
の
か
？

そ
ん
な
思
い
が
日
増
し
に
強
く
な
っ

て
い
く
。

◎
六
十
代
の
釣
り

　

第
二
の
故
郷
秦
野
市
が
募
集
し
た

「
市
民
が
選
ぶ
残
し
た
い
景
観
策
定

委
員
」
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
同
じ
思
い
を
持
つ
人
た
ち

が
繋
が
っ
た
。

　

定
年
前
の
忸
怩
た
る
思
い
が
形
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。（
次
号
に
続
く
）

　中央大学を卒業して、大手百貨店に宝石を卸している会
社に就職しました。
　それから、ベルギーのアントワープに行き、ダイヤモン
ドバイヤーを約６年間続けました。その間は、毎月のよう
にイスラエル１週間、ニューヨークに１週間、アントワー
プに２週間という感じで、ダイヤの仕入の為に出張してい
ました。某大手百貨店からたくさんの注文が入っていまし
た。まさにバブルの絶頂期でした。
　29歳で結婚、会社を辞め、翌年には息子が生まれまし
た。育児の為に仕事を辞めていましたが、貯金も無くなり、
それで、ダイヤモンド取引をやっている昔のユダヤ人の友
人に、ダイヤモンドを東京で売りたいと電話したら、彼等
はすぐに日本にやって来て、日本でダイヤモンドを売るこ
とになりました。彼等がベルギーに帰るときに、私にダイ
ヤモンドを何百個も置いていきました。びっくりでした。
金庫もないボロいアパートに住んでいたので、心配でし
た。早く売ってお金に変えなければ！って思い、息子をお
んぶして片手にダイヤ、片手にオムツを持って売りに行き
ました。そうやって私の小さな会社がスタートしました。
ジョナサン株式会社と言います。
　８年間ぐらいは、ダイヤモンドもよく売れましたが、
1995年頃にたくさんのダイヤモンドを扱う宝石会社が東京
で倒産しました。バブルの崩壊です。うちの会社も何百万
円も、売上金を回収出来ず損をしました。私はダイヤモン
ドの商売の恐ろしさに、気が付きました。
　それからは、毎日安心して眠る事ができる楽しい今の商
売に、方向転換して行きました。それは、身近な、楽しい
ジュエリーです。主に安価な100円からのジュエリーと天然
石を主力としています。第１号店をオープンしたのが1997
年、卸専門店のマーヴェルピコを御

おかちまち

徒町に、その翌年に浅
草橋にジェニュイン アン店を、そして銀座の中央通りに、
ジェニュイン銀座店をオープンしました。ジェニュインと
は、純粋・本物を意味します。ダイヤモンドから 私の仕事
が始まったので、やはり私は 本物だけにこだわりました。

　その後、私の大好きだったニューヨークに、1999年に最
初のお店を出しましたが、２年後に2001年の９月11日の同
時多発テロが起きました。ものすごいショックでした。
　それからは、売れなくなり、赤字の毎日が数ヶ月続きま
した。落ち込んでいた私を支えて励ましたくれたのは、
ニューヨークのスタッフでした。〝悲しいのは私達だけ
じゃないよ。ニューヨーク中の人が悲しいんだよ。頑張
ろう！〟って。そして2003年にニューヨークの６thアベ
ニューに２番目の店を出しました。
　その後も店をたくさんオープンしたり、閉店したりしま
した。現在ニューヨーク店を含めて、小売店のジェニュイ
ンが15店舗、卸店のマーヴェルピコが４店舗 計19店舗を
運営しています。
　ジョナサン株式会社を設立して、もう31年になります。
今振り返ると、あっという間の31年だったと思います。た
くさん人々に助けられて感謝の気持ちでいっぱいです。現
在、61歳になりました。周りの同級生は定年退職をして、
ゆとりある幸せな日々を過ごしているようです。そんな友
達を見てると私もこれからはゆっくり暮らして 優雅に楽
しい毎日を送りたいなと、楽しみにしています。誰か、遊
びに行く時は誘ってくださいね。

昭和50年卒・仲井弘子さん

ジュエリー・ビジネスに情熱をかけて
世界を駆け巡る

仲
井
弘
子
さ
ん
（
写
真
左
）
と
、

右
は
昨
年
、
昭
50
年
卒
〜
53
年
卒

の
合
同
同
窓
会
時
で
ご
一
緒
し
た

内
川
か
ず
み
さ
ん（
昭
51
年
卒
）。

ジェニュイン銀座店
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「
探
し
て
い
ま
す

探
し
て
く
だ
さ
い
」

平
成
元
年
以
降
の
卒
業
生
を

　

会
員
の
皆
様
、
平
成
元

年
以
降
の
卒
業
生
の
登
録

数
は
、
極
端
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
推
移
す
れ

ば
、
例
年
の
懇
親
会
を
担
当
す
る
当
番
幹
事
が
い
な

い
、
若
し
く
は
前
後
の
当
番
幹
事
が
共
同
で
担
当
す
る

な
ど
の
方
策
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
や
い

や
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
関
東
同
窓
会
の
盛
衰
に
も

か
か
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
、
こ
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
先
輩
後
輩
、
親
戚
縁
者
、
故
郷
の
近
所
の

方
の
状
況
な
ど
折
に
触
れ
、
情
報
を
獲
得
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
獲
得
し
た
情
報
は
、
学
年
幹
事
、
ま
た
は
小

生
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

組
織
委
員
長　

髙
橋　

敏
政

携
帯
：
０
９
０

５
１
７
３

３
０
２
０

パ
ー
ド
ラ
イ
梅
田
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
我
が
竹
田
高
校
の
関
西
同
窓

生
も
多
数
参
加
し
ま
し
た
の
で
ご
報

告
し
ま
す
。

　

竹
田
市
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ

れ
る
中
、
司
会
の
佐
藤
正
さ
ん
の
ご

発
声
で
総
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
野
田
副
市
長
、
朝
来

市
の
市
長
の
代
理
と
し
て
藤
岡
勇
様

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て

司
会
よ
り
ご
来
賓
の
紹
介
と
衛
藤
代

議
士
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
日
は
、
来
賓
12
名
、
会
員
93
名
、

総
勢
１
０
５
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
司
会
者
は
古
沢
健
三
さ

ん
に
交
替
、
大
分
県
大
阪
事
務
所
の

御
手
洗
祥
子
次
長
の
ご
発
声
で
乾
杯

し
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
歌
手
・
関

島
秀
樹
さ
ん
（
荒
尾
市
出
身
）
の
歌

　

平
成
30
年
の
関
西
豊
後
竹
田
会
が

２
月
24
日
11
時
30
分
よ
り
梅
田
の

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
地
階
ス
ー

謡
シ
ョ
ウ
と
恒
例
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

（
臼
杵
市
出
身
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
代
表
）

で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
よ
り
ご
提

供
さ
れ
た
車
付
き
乗
船
券
等
の
お
楽

し
み
抽
選
会
で
会
場
は
さ
ら
に
盛
り

上
が
り
、
予
定
の
時
間
が
迫
り
全
員

で
荒
城
の
月
を
合
唱
し
ま
し
た
。　

　

歓
談
の
間
、
司
会
の
佐
藤
さ
ん
、

古
庄
さ
ん
の
必
死
の
呼
び
か
け
で
関

島
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
の
売
上
も
上
々
で
、

中
締
め
と
な
り
兵
庫
神
戸
大
分
県
人

会
・
箱
崎
会
長
の
発
声
で
一
同
万
歳

を
三
唱
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
上
原
会
長
が
挨
拶
さ

れ
、
来
年
の
盛
会
を
祈
念
し
、
全
員

で
記
念
撮
影
を
し
て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
名
残
が
尽
き
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
仲
間
と
連
れ
立
っ
て
二
次
会
へ
と

別
れ
て
行
き
ま
し
た
。

関西豊後竹田会 田部 修士（昭42年卒）

甲
斐　
　

師
様
（
昭
17
年
卒
）

平
成
28
年
11
月
１
日
没

平
田　

真
一
様
（
昭
27
年
卒
）

平
成
29
年
２
月
６
日
没

佐
藤　
　

乾
様
（
昭
17
年
卒
）

平
成
29
年
２
月
14
日
没

松
岡　

靖
雄
様
（
昭
29
年
卒
）

平
成
29
年
４
月
18
日
没

工
藤　

孝
照
様
（
昭
43
年
卒
）

平
成
29
年
４
月
18
日
没

佐
竹　

義
久
様
（
昭
26
年
卒
）

平
成
29
年
６
月
12
日
没

里
見　

菊
雄
様
（
昭
26
年
卒
）

平
成
29
年
９
月
２
日
没

伊
藤　

節
子
様
（
昭
39
年
卒
）

没
年
月
日
不
明　
　
　

津
下　

渥
子
様
（
昭
34
年
卒
）

平
成
30
年
３
月
10
日
没

訃
　
報

　
慎
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

物
故
者
御
芳
名

※ 

事
務
局
へ
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
々
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【寄稿のお願い】
会報誌『臥牛』は皆さんからの寄稿によって構成
されています。皆さんの寄稿をお待ちしています。
※ スペースには限りがあり、ご希望通りに掲載できない
ことがあります。あらかじめご容赦ください。

　　　　　〒181-0003  東京都三鷹市北野2-3-22
　　　　　広報委員長　衞藤　淳
TEL/FAX 0422-43-7762　携帯電話 090-9159-7231
Eメール etoj@hotmail.com
※ 日中は電話に出られないことがありますので、
メッセージをお願いします。

連 絡 先

髙橋敏政組織委員長
（昭46年卒）
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